
せ
好
評
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し
た
｡

(関
連
記
事

7
ペ
ー
ジ
)

大
勢
の
人
々
が
参
加
し
'
歌
に
踊
り
に
盛
-
上
が
り
､
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
咲
か

ト

■t
_:]
[
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広⑲報 U b,A

No.274

■

･
i
J

I
3
.

.J

ヽ

rひ
か
り
音
頭
発
表
会
r
..

毎月5日発行 ･発行編集/光町役場総務課広報防災係 ･〒289-17 光町宮川Il,902 TELO479-84-12日㈹
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(3)広 報 ひ か り

91
才
以
上
の
長
寿
者

九
月
十
五
日
は

｢敬
老
の
日
｣
で
す
｡
こ
の

日
か
ら

一
週
間
は

｢老
人
福
祉
週
間
｣
で
す
｡

939498
歳 歳 篇

町
で
は
､
九
月
十
五
日
に
町
内

に
お
住

い
の
七
十
歳
以
上
の
方
が

た
を
招
き
､
町
体
育
館
で

｢
敬
老

会
｣
を
行

い
ま
す
｡

お
年
寄
り
の
方
が
た
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
､
多
彩
な

催
物
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
､

お
誘

い
合
わ
せ
て
お
い
で
下
さ
い
｡

小
川
き
き

伊
藤
慶
次

鈴
木
響

伊
藤
友
吉

小
川

一
朗

伊
橋
卯
之
松

山
倉
を

S

元気r3
おじいちゃん

おばあちゃん

小川 きささん(白磯)
明治24年 1月25日生

伊藤慶次 さん(尾垂六区)
明治28年 1月11日生

田
中
ふ
み

92
歳

川
島
た
き

外
村
り
よ

瀧
上
ム
ラ
ン

伊
藤
佐
市

鈴
木
む
つ

川
島
く
ら

大
木

い
の

古 二 新 小 自 白 古 自 白 原 長 尾 五 尾 白
屋 又 井 田 磯 機 屋 磯 磯 方 塚 垂 之 垂 磯

部 六 神 六
区 区

91
歳

椎
名
と
も

飯
笹
志

ゆ
ん

鈴
木
高

川
野
よ
ね

石
井
む
め

堀
越
談
治

森

き
み

麻
生
は
る

伊
藤
幸
村

清
宮
孝
徳

越
川
房
吉

行
方
よ
ね

加
瀬
は
な

市
原
ふ
美

自 白 篠 作 関 小 白 篠 篠 橋 白 台 白 五
磯 磯 本 間 田 磯 本 本 場 磯 磯 之
一 内 部 二 三 神
区 区 区

結
婚
50
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年

､
結
婚
五
十
周
年
を
迎

え

ら
れ
た
ご

夫
婦

は
､

で
す
｡

花
沢

清

･
き
み

次

の
十
八

組

(
敬
称
略

)

(
篠
本
二
区

)

鈴木 馨 さん(五之神)
明治28年 9月19日生

山倉 を JLさん(白磯)
明治28年10月24日生

土
屋
誠
平

･
幸

林

健
正

･
さ
く

林

正
二

･
と
-

林

寅

･
た
み

大
木
五
良

･
た
い

山
崎
琳
三

･
ふ
さ
子

越
川

久

･
セ
イ

奥

田
好
二

･
か
づ
江

岡
島
幸
治

･
よ
し

有
賀
三
郎

･
愛
子

伊
藤
年
衛

･
-
モ

石
井
正
之

･
妙
子

浅
野
三
郎

･
よ
志

伊
藤

武

･
ひ
で

鈴
木
和
夫

･
み
つ
る

伊
橋

茂

･
よ
ね

大
木

馨

･
登
代
子

伊橋卯之稔 さん(原方)
明治29年 4月17日生

田中 ふ み さん (自磯)
明 治28年 11月28日生

9月1日現在

70才以上 1,369人

(
宝
米

)

(
小
川
台

)

(
小
川
台

)

(
小
川
台

)

(
傍
示
戸

)

(
台

)

(
母
子

)

(橋
場

)

(橋
場

)

(
谷
中

)

(
谷
中

)

(宮
内

)

(
入

)

(
入

)

(
原
方

)

(
五
之
神
)

(木
戸
)

人F:84

明るい朝の一声忘れていませんか

80才以上
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(5)広 報 ひ か

町 制 施 行 35周 年 記 念

慧揮 趣 hG t恵 .k 藁 恵当 地 蓮 典 華 ぷ

l

H

∫八
月
二
日
､
町
制

施
行
三
十
五
周
年
を

祝

っ
て
T
B
S
の
街

か
ど
テ
レ
ビ
が
当
町

に
や

っ
て
き
ま
し
た
｡

当
日
は
む
し
暑
い

中
体
育
館
前
は
､
早

朝
か
ら
入
場
を
待

つ

行
列
が
で
き
､
反
響

の
大
き
さ
を
物
語

っ

て
い
ま
し
た
｡

金
田
た
つ
､え
､
尾

形
大
作
､
ジ
ェ
リ
ー

藤
尾
､
松
井
直
美

､

大
木
凡
人
ら
が
出
演

し
､
生
放
送
の
カ
ラ

▲会場がひとつにな り-

オ
ケ
大
会
で
は
､
佐
久
間
俊
雄
さ

ん
が
見
事
優
勝
｡

翌
三
日
放
送
の
団
体
戦
に
は
､

農
協
青
年
部
と
篠
本
の
竹
細
工
チ

ー
ム
が
町
の
特
産
品
を
紹
介
し
な

が
ら
の
出
演
で
し
た
｡

会
場
の
中
は
､
暑
さ
と
大
勢
の

人
で
熱
気
が
ム
ン
ム
ン
し
て
い
ま

し
た
｡
当
町
を
全
国
に
P
R
す
る

よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
｡

福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作
に

版
画
ク
ラ
ブ
員
協
力

公
民
館
の
文
化
活
動
の

一
環
で

あ
る
版
画
ク
ラ
ブ
ロ貝
が
鶴
岡
信
嗣

先
生
の
指
導
に
よ
り
､
｢鬼
来
迎
｣

を
題
材
と
し
た
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー

の
製
作
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
ま
し
た
｡

こ
の
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
は
､
町

と
社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
る
､

▼鶴岡先生から版画の引きわたし地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
啓
発

･
広
報

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
活
動

資
金
の
確
保
を
目
的
に
製
作
す
る

も
の
で
す
｡

体
験
農
業
ツ
ア
ー
に

17
名
が
参
加

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま

で
体
験
農
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

今
年
の
参
加
者
は
十
七
名
で
､
そ

の
中
に
は
､
京
都
か
ら

｢
旅
の
雑

誌
を
見
て
参
加
し
た
｣
と
い
う
人

も
い
ま
し
た
｡

参
加
者
は
､
農
協
婦
人
部
の
皆

さ
ん
の
手
作
り
の
昼
食
を
食
べ
'

受
け
入
れ
農
家

へ
と
向
か
い
､
二

泊
三
日
に
わ
た
り
､
農
作
業
に
汗

を
流
し
た
り
､
農
業
青
年
と
一父.流

を
深
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
こ
の
体
験
農
業
ツ
ア
ー

は
､
農
協
青
年
部
と
町
産
業
課
が

農
業
を
知
ら
な
い
都
会
の
女
性
を

対
象
に
､
農
業
の
魅
力
と
農
業
青

年
の
良
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う

こ
と
で
行

っ
て
い
る
も
の

で
す
｡イ
ギ
リ
ス
チ
ー
ム

が
表
敬
訪
問

E
]国
で
開
催
さ
れ
る
空
手
道
日

本
選
手
権
大
会
に
'
参
加
す
る
イ

ギ
リ
ス
チ
ー
ム
十
三
名
が
､
八
月

十
七
日
訪
れ
ま
し
た
｡

イ
ギ
リ
ス
チ
ー
ム
は
､
八
日
市

場
市
の
石
原
館
長
の
も
と
で
､
剛

柔
流
空
手
道
を
学
ん
で
い
た
こ
と

と
､
昭
和
六
十
年
に
町
体
育
館
が

大
会
会
場
に
な

っ
た
縁
で
､
来
庁

し
た
も
の
で
す
｡

町
長
と
の
懇
談
の
時
は
､
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
｡
イ
ギ
リ
ス
チ
ー
ム
の
健
闘
を
お

祈
り
し
ま
す
｡

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
近
所
で
評
判

橋
場
の
林
克
己
さ
ん
宅
の
庭
先

に
五
本
の
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
ま
し
た
｡

サ
イ
ズ
は
､
高
さ
E
]り叫
二
十
㌍
'

茎
の
太
さ
13
誓
､
花
の
直
径
四
六

㌍
の
ジ
ャ
ン
ボ
で
す
｡

▲林さんの孫理仁君と背い比べ

▲来庁 したイギリスチーム

静
か
な
郷
で
鬼
来
迎
上
演

重
要
無
形
文
化
財
指
定
の
鬼
来

迎
が
､
八
月
十
六
日
に
虫
生
の
広

済
寺
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
｡

境
内
に
は
､
何
時
間
も
前
か
ら

舞
台
前
に
､
近
隣
市
町
村
は
も
と

よ
り
他
県
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
-
､

カ
メ
ラ
を
持
ち
大
勢
訪
れ
て
い
ま

し
た
｡
始
ま
る
と
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
'
舞
台
に
す

い
こ
ま
れ

る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

明るい朝の一声忘れていませんか





(7)広 報 ひ か り
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ふ
れ
あ
い
の
輪
が
咲
く

八
月
二
十
三
日
役
場

前
広
場
と
町
体
育
館
を

会
場
に
､町
制
施
行
三
十

五
周

年
を
記

念
し

て

｢
ひ
か
り
音
頭
発
表
会
｣

と
西
方
裕
之
､
渡
辺
博

美
､
徳
久
広
司
の
歌
謡

シ
ョ
ー
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
天
候
に
も

恵
ま
れ
三
千
人
を
超
え

る
人
々
が
参
加
し
､
｢
ひ

か
り
音
頭
｣
が
流
れ
る

と
､
大
勢
の
人
々
が
踊
り
始
め
､

五
重
六
重
の
輪
が
で
き
､
役
場
前

広
場
い
っ
ぱ
い
に
色
と
り
ど
り
の

大
き
な
花
が
咲
い
た
よ
う
に
な
り

ま
し
た
｡

ま
た
､
そ
の
踊
り
を
歓
迎
す
る

か
の
よ
う
に
夜
空
に
は
､
約
百
五

十
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
盛

り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
､
ま

さ
に
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
咲
き
み
だ

れ

｢
ひ
か
り
音
頭
発
表
会
｣
は
盛

況
の
中
に
終
了
し
ま
し
た
｡

｢
ひ
か
り
音
頭
発
表
会
｣
終
了

後
は
町
体
育
館
に
場
所
を

移
し
､
約
千
七
百
人
を
集

め
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
､

た
い
へ
ん
好
評
で
今
年
最

後
の
夏
の
催
し
物
は
盛
会

裡
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
｡

▲町の発展 を祈念 し､万才三唱が行われ ました

▲打 ち上 げ花火に まけ じと踊 りにも熱が

砂
か
野
官
軍
を
E
f昏

西

方

裕

之

渡

辺

博

美

＼.■■､～･･･
E3

生のデュエッ トで

会場は一段 と盛 り

あが りました｡

悪 霊

こ
う
太

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想

着
物
も
初
お
ろ
し
で
､
大
変
気

持
ち
よ
-
踊
る
こ
と
が
で
き
た
O

(
五
ノ
神
婦
人
会
)

と
て
も
よ
か
っ
た
｡(橋
場
若
連
)

大
勢
で
踊
れ
て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
｡

(尾
垂
六
区
婦
人
会
)

調
子
が
で
て
き
た
と
思

っ
た
ら

終
っ
て
し
ま

っ
た
｡
(
入
婦
人
会
)

町
で
こ
の
よ
う
な
催
し
物
を
行

っ
て
-
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
｡

(宝
米

平
野
則
子
)

明るい朝の一声忘れていませんか





丁-.■■･■- '

山 (9)広 報 ひ か り

雲霞嘉護堤繋要

作問内カラオケ納涼会 子供神輿ガねり歩き､また若

連のおはやし､カラオケ､盆踊りと交互にプロブラLガ組ま

れ､年令も子供達からお年寄りまで参加でき楽しめました｡

谷中カラオケ大会 若達のおはやしとカラオケと ｢ひか

り音頭｣の踊りで盛り上かりました｡

a

諸芸等華 紹 墾 盗

芝崎盆おとり大会 舞台ではカラオケに合わせ､婦人会の踊り

ガ花を添え r-ひかり舌頭｣ガ流れると､輪ガだhJだhJ大きくなっ

ていきました｡お年寄も大勢集りカラオケ､踊りなど楽しんでい

ました｡

台パーべキユ157への集い バーベキューで腹ごしら

-----1-111-ll--11---11----I.-I-1-1-----.----

l小田部夏祭り(子供達による借欄 ガ集落をねり歩き､

シートの上では､焼そば､おでんなど食べなガら､カラオケ

を楽しんでいました｡また､子供達は､ひときわ大きい花火

に歓声をあげていました｡
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(ll)広 報 ひ か り

福祉だより③ (在宅老人短期保護事業)

ねたきりのお年寄り等を家庭で介護している方

か､病気等の理由により-時白gtこ介護できなくな

った場合に､お年寄りを短期間老人ホ-∠｣に保護

することにより介護家族等の負担の軽減を因るこ

とを目的とした事業です｡

j撃の芸r1
65オ以上のお年寄りで､ねたきり､痴呆性､体

の弱い万か対象で､介護者か疾病､出産､冠婚葬

祭､事故､災害､また介護疲れによる休養や旅行

等の理由により一時的に家庭での介護か困難とな

った時対象となります｡

申 請 の 手 続 き

申請書に医師の診断書と誓約書を添え申請して

下さい｡なお､申請書頬関係は住民福祉課福祉係に

あります｡

実施施設
町で指定している特男鷹妄護老人ホーLまたは養護

老人ホ-/｣で､お年寄りの状態により次の施設で

実施します｡

ねたきりの方

特別養護老人ホIL松丘園 (ノ｢Ej市場市)

特別養護老人ホ-Jl乗総園 (旭市)

痴呆性の方

特別養護老人/T1-と｣や)すらぎ園 (旭而)

体の弱い方

光楽園養護老人ホ-/｣ (光町)

施 設 利 用 料 金 等

施設利用料.は､生活保護世帯を除き有料となり

ます｡料金は､1日当り特別養護老人ホー∠｣で1,890

円､養護老人ホILで 1,470円です｡ (町へ納め

ていただきますO)

なお､原則として保護期間は､ねたきりの万及

び体の弱い方は7Ej以内で､痴呆性の方は30E]以

内です｡

お問い合オつせは､役場住民福祉課福祉係

℡㊥ 1211 内線154

福 祉 重 辞 典

土と/同ヽ寡金 襲 撃 デ を讐 -f 芸..醒 LSL
な生活かできるようにみんなの刀で 伝教
明るい住みよい地域社会をつくりた ∠

いという願いかこめられています○ 郎 両液芸.1守一が

明るい朝の一声忘れていませんか





(13)広 報 ひ か り

】
_

稲
作

は
土
用
三
日
が
勝
負

と
か
照
-

.吐
み

五
日
か
く

て
満
た
さ
る

大
木
静
波
子

(篠
本

二
区
)

終
戦

に
命

を
得
た
る
戦
友

は
病

の
床

に
就

き

て
久
し
き

伊
藤

定
男

(
風
車
五
区
)

思

い
出

の
君
と
草

っ
な
ら
さ
や
け
く
も
長

さ
月

日
の
約
束

の
恋

上

屋

義

昭

(
虫

生
)

家
族
し
て
行
く

ピ
ク

ニ
ッ
ク
速
さ

日
O
.夢

さ
め
え

の
写
絵
風
上
ぐ

青

柳

7
-

(
椅

場
)

仕
上
-

て
花

瓶

の
絵
柄

ひ
く
線

の
如
き

に

筆

の
震
え
止
ま
ら
ず

伊
藤

鏡
子

(
虫

生
)

山
裾

の
彰

の
び
ゆ
き

て
タ
風

の
畑

の
落
花

生
奇
骨

と
じ
た
-椎

名

静
子

(
二

又
)

何
時

し
か
に
生
え

て
実

の
な
る
鬼

灯

の
草

む
ら

の
中

に
ひ
そ
と
色

づ
く

上

屋

好

(
虫

生
)

湧
き
上
る
入
遺
書
よ
り
逸
る
が
に
タ
空
は

る
か
鶴

の
飛

び
ゆ
-

竹

内

紀
常

(
篠

原
)

明るい朝の一声忘れていませんか
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保

健

衛

生

だ

よ

り

◎
健
診

･
学
級

･
相
談

10 9 月

5 2 19 日

健康 *胃
オ児 i 児 行/ヽカ 事

健 月健 相 学 名
診 諺 談 級

S61 S63希 妊 対象
9月～10 3月～4 盟 産

月坐 月坐 者 婦

13 1313時間

時 時 時
!30 3030
14分 分 分
時 ～ ～

煤 煤 煤 場健 健 健
セ セ セ

ン ン ン 所タ タ タ
I I l

◎9月
予
防
接
種

10 9 月

6 4 3 6 日

イン ポリ イン 接

フノレ オ坐ワ フノレ 種､日 種

エンザ クチン エン 'ザ +/ttJAロ 名

3 1 H元 3 紘 -過 期 S62対象

オ以 午 1 オ以 し 終た 了 5

上の ～6 月～6 上の 着 後 月～8

園児 午 月坐 園児 午以上 月坐

14 1414 14 時間

時 時 時 時

～ ～15時 ～ ～15時

日 日 煤 白 保 場
=ヒ口 =ヒロ 健 演 健

煤 小 セ 煤 セ

コゝ二日 学 /タ i日 /タ 所

●鉄分の多い野菜●

野菜の中でも､緑黄色野菜はビタミンC

だけでなく､鉄の含有量も多いo鉄の不足

を防 ぐために､毎 日100L7'ラを目安に食べてく

ださいo

■おもな野菜の鉄の含有量(可食部100g中)

'Lj1:二つ

パセリ 9.3mg ほうれん草3.7mg

#

小松菜 3.0mg 菜の花 2.7mg

保
健
婦
メ
モ

州

野
菜
は
と
も
だ
ち

⑤

八
月
に
行
い
ま
し
た
住
民
検
診
､

一
般
健
康
診
査
は
み
な
さ
ん
受
診

さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
｡
暑
い

中
､
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
｡
ま
た
､

夏
パ
テ
で
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
､

疲
れ
や
す

い
な
ど
､
貧
血
の
心
配

は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

◎
貧
血
と
野
菜

男
性
に
比
べ
女
性
は
月
経
や
妊

娠
な
ど
で
鉄
分
が
不
足
し
が
ち
で

す
｡
鉄
は
血
液
中
に
含
ま
れ
､
か

ら
だ
中
に
酸
素
を
送
る
た
め
に
必

要
で
す
｡

こ
れ
が
不
足
す
る
と
､

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
り
ま
す
｡
貧

血
の
予
防
に
は
､
鉄
分
た
っ
ぷ
り

の
卵
や
レ
バ
ー
､
魚
､
大
豆
製
品

な
ど
を
十
分
に
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
｡
同
時
に
ビ
タ
ミ
ン
C
が

豊
富
な
野
菜
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
､つ
｡

◎
野
菜
が
貧
血
を
予
防
す
る

食
品
中
の
鉄
は
､
そ
の
ま
ま
で

は
吸
収
さ
れ
に
-
-
､
ビ
タ
ミ
ン

C
の
還
元
作
用
で
吸
収
さ
れ
や
す

-
な
り
ま
す
｡
そ
こ
で
野
菜
は
､

ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
な
の
で
'
肉

や
魚
か
ら
鉄
を
効
率
良
-
吸
収
す

る
た
め
に
､
食
事
で
組
合
せ
ま
し

ょ
う
｡
ま
た
､

一
般
健
康
診
査
を

受
け
た
方
に
は
､
貧
血
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
後
日
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
｡
さ
て
､
あ
な
た

の
値
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
-
-
0

貧 血 の 症 状 と 種 顔 -もっとも多い鉄欠乏憤 皿-
鉄欠 乏性 貧 血

血色素を造るために必要

な体内の鉄分不足

再生不良性貧血

血液を造る働きが低下

監性日間

赤血球を造る働きが休止

出 血性貧血
か らだ内外の大 量出血

溶血性貧血

赤血球の寿命が短い

明るい家庭は ｢あいさつ｣から
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l
～.

-
I)
蒜

の
l
ロ
メ
モ
.i

年
金
生
活
者
の

暮
ら
し
は
-
-

年
金
制
度
に
は
､
消
費
者
物
価

の
変
動
に
応
じ
て
支
給
額
を
改
定

す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
採
用
さ

れ
て
お
り
､
消
費
者
物
価
上
昇
に

見
合

っ
て
､
毎
年
き
ち
ん
と
給
付

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
｡
消
費

税
の
影
響
を
含
め
て
物
価
上
昇
が

年
金
生
活
者
の
暮
ら
し
に
与
え
る

影
響
は
､
こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ

っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
｡

ま
た
､
在
宅
福
祉
施
策
の
大
幅

な
拡
充
､
生
活
扶
助
基
準
の
引
上

げ

(
元
年
度
四

･
二
%
増
)
の
ほ

か
'
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
､
在

宅
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
対
し
て

は
臨
時
福
祉
給
付
金

(
一
人

1
万

円
)､
臨
時
介
護
福
祉
金

二

人
五

万
円
)
を
支
給
し
ま
し
た
｡

税
制
面
で
も
､
老
年
者
控
除
､

老
人
配
偶
者
控
除
､
公
的
年
金
控

除
な
ど
の
諸
控
除
に
よ

っ
て
､
お

年
寄
り
に
は
厚

い
配
慮
が
さ
れ
て

い
ま
す
｡

暮
ら
し
と
未
来
を
築
き
ま
す

新
税
制

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特

別

弔

慰

金

の

支

給

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平

成
元
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
､

公
務
扶
助
料
､
遺
族
年
金
等
を
受

給
し
て
い
た
遺
族

(戦
没
者
等
の

妻
､
父
母
等
)
が
失
権
し
た
場
合

に
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
十
八
万
円
､
六
年
償

還
､
無
利
子
の
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
｡
な
お
､
第
四
回
特
別
弔
慰
金
(額

面
三
十
万
円
､
十
年
償
還
)
の
支

給
の
対
象
と
な

っ
た
遺
族
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
｡

支
給
の
対
象
者

戟
役
者
死
亡
当
時
の
遺
族
の
う

ち
､
次
の
順
位
が
先
の
人

t
人
で

す
｡
-

平
成
元
年
四
月

一
日
ま
で
に

弔
慰
金

(遺
族
国
庫
債
券
)
を

受
け
た
人

2

戦
没
者
の
子

3

戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
､
②
孫
､
③
祖
父

母
､
④
兄
弟
姉
妹

(婚
姻
､
養
子
縁
組
に
よ
り
平

成
元
年
四
月

1
日
現
在
氏
が
変

わ

っ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
｡)

4

戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か

っ
た
か
又
は
上
記
3
に
該
当
し

な
か
っ
た
①
父
母
､
②
孫
､
③

祖
父
母
､
④
兄
弟
姉
妹

5

上
記
3
及
び
4
以
外
の
三
親

等
内
親
族

(
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き
続

い

て

7
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て

い
た
人
に
限
り
ま
す
｡)

請
求
の
期
限

請
求
の
期
限
は
､

平
成
四年
六

月
二
十
七
日
で
す
｡
期
限
を
過
ぎ

ま
す
と
受
給
で
き
な
-
な
り
ま
す

か
ら
ご
注
意
下
さ
い
｡

明るい朝の一声忘れていませんか

申請の
手続
き

請
求
用
紙
は
､
役
場
住
民
福
祉

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
｡
他
に
戸

籍
抄
本
等
も
必
要
で
す
｡

※
詳
し
-
は
､
役
場
住
民
福
祉
課

福
祉
係
に
ご
相
談
下
さ
い
｡
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/一･L

家
庭
教
育
巡
回
相
談

主
催

県
教
育
委
員
会

日
時

平
成
元
年
10
月
6
日
幽

午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時
30
分

会
場

旭
市
青
年
の
家

対
象

乳
幼
児

(
0
才
～
5
才
)

の
保
護
者
等

内
容

子
育
て
に
関
す
る
個
別
相

談

申
し
込
み

9
月
29
日
飴
ま
で
に

教
育
庁
海
匝
地
方
出
張

所

へ

℡

0
4
7
9
◎
2
5
5
4

ノ

午
後
2
時

～
4
時

対
象

一
般
30
人

(当
日
会
場
で

受
付
け
る
)

会
費

無
料

第
2
回
美

術

講

演

会

演 会 後 主
見 場 援 催

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

子

育

て

電

話

相

談

対 日
象 時

月

-
金
曜
日

10
時
か
ら
16
時

水
曜
日

10
時
か
ら
20
時

℡

0
4
7
2
⑮
8
5
6
3

県
立
美
術
館

県
立
美
術
館
友
の
会

県
立
美
術
館
講
堂

｢
岸
田
劉
生
を
め
ぐ
る
い

-

つ
か
の
謎
｣

平
成
元
年
9
月
30
日
出

午
後
2
時

～
4
時

1
般
2
0
0
人

(
申
込
制

往
復

ハ
ガ
キ

に
住
所

･
氏
名
を
明
記
し
､

9
月
15
日
ま
で
に
申
込
ん
で

暴
走
族
保
護
者
相
談
窓
口
の
設
置

設
置
場
所

県
庁
交
通
安
全
対
策
課
内

(
千
葉
市
市
場
町

一
の

〓

設
置
期
間

平
成
元
年
7
月
21
日
1
9
月
30
日
ま
で
の
2
ケ
月
間

(
土

･
日

･
祭
日
を
除
-
)

受
付
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分
℡
0
4
7
2
⑳
2
2
5
8

-
だ
さ
い
｡)

会
兼

無
料

第
5
回
美
術
を
語
る
会

日 講 話 会 後 主
時 師 鹿 場 援 催

県
立
美
術
館

県
立
美
術
館
友
の
会

県
立
美
術
館
研
修
室

｢
白
樺
派
と
近
代
美
術
｣

小
池
賢
博
(
当
館
副
館
長
)

平
成
元
年
9
月
16
日
出

県立中央博物館
臨時休館のお知らせ

期間 平成元年9月5日㈹から

9月9日(土)まで

場所 県立中央博物館全館

婦
人
就
業
技
術
講
習
会

受
講
者
募
集

ワ
ー
ド

･
プ

ロ
セ
ッ
サ
科

講
習
内
容

基
礎
か
ら
3
級
程
度

受
講
対
象
者

初
心
者

講
習
期
間

5
次

平
成
元
年
11

月
か
ら
2
年
1
月
29
日
ま
で
の

21
日
間
(月

･
水

･
金
週
3
日
)

定
員

20
名

受
講
時
間

午
前
10
時
～
午
後
4
時

募
集
受
付
期
間

10
月
23
日
1

10

月
27
日
ま
で

申
込
方
法

直
接
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
I

へ

受
講
場
所

千
葉
市
千
葉
港
4
の
3

(
県
経
営
者
会
館
3
階
)

千
葉
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

℡

0
4
7
2
⑰
8
5
4
1

県
立
美
術
館
友
の
会

あ
な
た
も
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
､
年
会
費
二
千
円
(
十

月
以
降
の
入
会
の
場
合
は
千
円
)

を
添
え
て
事
務
局
窓
口
.へ
お
申
込

く
だ
さ
い
｡

〒
2
6
0

千
葉
市
中
央
港
1
の
10
の
1

県
立
美
術
館
友
の
会
事
務
局

℡

0
4
7
2
⑫
8
3
1
1

(県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
催
物
)

研
修
会

▼
10月
1
日

13
時
1
17
時

輸
入
花
の
動
向

▼
10月
7
日

10
時
～
16
時

小
庭
園
の
作
り
方

(
m
)

展
示
会

▼
10月
6
日

～
10
日
秋
の
山
野
草
展

成
田
市

県
花
植
木
セ
ン
タ
ー

今月は

薗 定 資 産 税 3期分

国民健康保険税 3期分
国 民 年 金 9月分

の納期ですt】L_qp"～__-.

お
-
や

み
申
し
上

げ
ま
す

(
月
十
五
日

現在受
付

(棚
析
朋
)

行
政
区

木 木 篠 芝 虫 白 尾 /J､

! ! ,ll
戸 戸 区 崎 生 磯 区 台

8/3% 8̂ 7187!G7!.7tlx2.昌警

氏
手寸
過

名ヨ
ネ

星
野

光
子

小
金
揮

つ
や

伊
藤

正
寅

土
屋

い
し

江
波
戸
イ
ク

大
木
喜
代
次

向
後
富
美

枝

7164838683724890 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

明るい朝の一声忘れていませんか




